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犀川の石ころ標本ラベル



犀川の石ころの特徴
梓川（北アルプス南部）と高瀬川（北アルプス中部）の石ころがブレン

ドされているので灰色っぽい石ころと白っぽい石ころが混じる。

梓川と高瀬川を上流にもつので、中学校で習う岩石は、ほぼ全て観察可
能。残念ながら石灰岩だけは、他の礫に希釈されてしまい、見つけること
は不可能に近い。

変成岩はホルンフェルス（接触変成岩の一種）くらいしかないが、火成
岩と堆積岩は多種多様なものがあるので、岩石の観察に適している。
糸魚川-静岡構造線よりも東側の山地（フォッサマグナ）の岩石（約

1500万年前～300万年前の砂岩や泥岩）はあまり礫として含まれない。
これは新しい砂岩や泥岩はまだやわらかいので、砕けてしまいあまり大き
な礫として運ばれないことを示している。ただし、長野盆地の西側に露出
する裾花層（凝灰岩や流紋岩）の礫（さい13・14）は比較的たくさん見
られる。しかし、すぐ近くから運ばれてきているのであまり丸くない（亜
角礫）。これに対して糸魚川-静岡構造線の西側にある北アルプスから運
ばれてきた砂岩（さい15）などは、かなり丸い形をしている（円礫～亜
円礫）街中を流れているので、観察しやすい。



犀川の河原



犀川の石ころ



犀川と北アルプス（鹿島槍ヶ岳周辺）
犀川の石ころは梓川・高瀬川上流の北アルプスから運ばれてくる。

長野市丹波島橋より

爺ヶ岳 鹿島槍ヶ岳 五龍岳
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